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令和 7 年度 多摩市レイキャビク市との姉妹都市提携検討市民懇談会 第 2 回 要点録 
開催日時・場所 令和 8 年 1 月 26 日(月) 13：00～15：0０ 中央図書館活動室 1 

参加委員 
参加委員 7 名 
柴山委員⾧、春田副委員⾧、赤澤委員、大島委員、京増委員、齊木委員、宮嶋
委員 

出席職員 くらしと文化部⾧、文化・生涯学習推進課⾧、事務局２名 

主な内容 

次第 1 前回の振返りについて 

次第 2 報告書について 

次第 3 その他 

  

議題 主な意見（●事務局、◎委員⾧、○副委員⾧、◇委員） 

次第１ 

前回の振返りについ

て 

◎委員⾧：事前に共有された第 1 回懇談会の要点録について説明し、修正意

見なく決定された。 

 

次第２ 

報告書について 

●事務局：報告書（案）の構成（全 4 章、添付資料 5 点）について概要を説

明した。 

 

◎委員⾧：報告書の前半、第 1 章「開催の目的と概要」と第 2 章「これまで

の交流の経過と現況」について確認する。 

 

○副委員⾧：市の最上位計画である第六次総合計画に「アイスランドとの友

好関係構築」が明記されている。これを「開催目的と概要」に加えることで、

姉妹都市提携の意義や説得力が増すのではないか。 

 

◎委員⾧：市の公式計画での位置づけは重要。概要部分に加えるのが適切。 

 

◎委員⾧：報告書の後半、第 3 章「懇談会における意見」と第 4 章「総括意

見」について確認する。 

 

◎委員⾧：産業・経済分野の交流が「食文化」に偏りがち。「観光」も重要な

テーマであり、市の魅力発信の観点から追記してはどうか。 

 

◇委員：アイスランドは観光立国を目指しており、相手方にとってもメリッ

トがある。また、多摩市には温泉施設があり、同じ火山国で温泉文化を持つ

アイスランドとの共通点として良いテーマになる。 

 

◇委員：市民アンケートは回収率が低く、市民全体の関心はまだ限定的。懸

念点としては「参加者が一部の人にとどまるのではないか」という回答が最

多で、今後の課題として認識すべき。 

 

◎委員⾧：参加者が一部にとどまらないための工夫は重要。小中学校での交
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流は多くの児童・生徒が参加でき、交流の成果を行政施策に反映させれば、

間接的に多くの市民に恩恵がある。 

 

◇委員：アンケートに「多くの市民には関係ない話」という意見もあるが、

身近に⾧期的に交流を積み重ね、「アイスランドと交流するまち」というブ

ランドを確立していくことが大切だ。 

 

◇委員：継続的な積み重ねという点で、多摩市が学校教育で取り組む ESD や

SDGs は、アイスランドとの親和性が高い。小中学生が学ぶことで、将来的

に市民全体に広がることが期待できる。 

 

◎委員⾧：アイスランドとの姉妹都市は日本初という点が大きなニュースに

なる。また、ESD や SDGs 先進国と交流するまちとして、他自治体への PR

効果も期待できる。 

 

◇委員：提携後は、イベント開催だけでなく市の広報体制の強化を。スポー

ツ交流のように、「する人」だけでなく「見る人」など、多様な関わり方を

想定した広報が重要だ。 

 

◇委員：費用面について、市が継続的に取り組む姿勢を示せば、市民や企業

もスポンサー費用を集めやすくなる。市の全額負担である必要はない。 

 

◇委員：事業が尻つぼみにならないよう、継続性を示してほしい。報告書に、

数年後の将来像といったビジョンを記載してはどうか。 

 

●事務局：ビジョンについては、この懇談会で決めるのは難しい。今回の報

告を受け、今後行政として示していくべきものだと考える。総括意見の「よ

り豊かで暮らしやすい多摩市の実現に寄与する」が、本報告書におけるビジ

ョンに相当する。 

 

◇委員：交流の根本は「伝え合い、分かり合うことを通じて学び合う」こと

だ。低コストでも、オンラインのスピーチ大会や漫画ワークショップなど有

意義な交流は可能。多摩市ならではの文化（アニメ・漫画の聖地）をもっと

活かしてはどうか。 

 

◎委員⾧：「伝え合い、分かり合うことを通じて学び合う」を理念として掲

げ、その下に教育、文化、産業などの具体的な柱を置く構成が良いだろう。 

 

◎委員⾧：第 4 章の総括意見に、本提携が市の第六次総合計画に合致する旨

を明記すると良い。 

 

◇委員：総括意見の順序は、まず多くの市民に関わる内容を述べ、その後に
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子どものことに触れる方が良いのではないか。 

 

◇委員：「子どもだけが優遇されている」という誤解を避けるため、まず「多

くの市民」に向けた取り組みを示し、その中で特に未来を担う「子ども」に

重点を置く、という構成の方が市民の理解を得やすいだろう。 

 

次第３ 

その他 

●事務局：（今後の予定）1 月 27 日に委員⾧・副委員⾧より市⾧へ本懇談

会の開催結果を報告いただき、2 月の庁内会議で姉妹都市提携について内部

決定し、３月の市議会にて議案を提出する。報告書は、本日の意見を反映し

事務局で修正後、委員の皆様にメールで確認いただき、2 月上旬に決定する。 

 

 


